
1 

 

 

令 和 ５ 年 度 

 

 

教 育 行 政 執 行 方 針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 樹 町 教 育 委 員 会 



2 

 

□はじめに                                                

 令和５年定例第２回町議会の開会にあたり、大樹町教育委員会

の行政執行に関する主要な方針について申し上げます。 

新型コロナ感染症拡大と国際情勢の不安定化という予測困難

な時代を象徴する事態が生じるとともに、少子化・人口減、グロ

ーバル化の進展など様々な社会課題が表出し、これからの社会を

展望する上で、教育の果たす役割は一層重要になっています。 

こうした時代の中で、学校教育には、子どもたちが豊かな人生

を送り社会を生き抜くために必要な力を身に付けさせる教育の

充実や地域総がかりの教育体制の構築、社会教育には、課題解決

や自己実現のための生涯学習の推進、持続的かつ多様な学習の機

会や場の提供などが求められます。 

教育は、地域社会をけん引する機動力の中核です。これを基本

に据え、教育委員会では、｢第５期大樹町総合計画｣の基本目標や、

新｢大樹町教育大綱｣の基本方針に基づき、｢地域と共にある学校

づくり｣「学ぶ喜びを追究する人づくり」を柱として、各種施策を

推進するとともに、教育環境の整備に努めてまいります。 

 

□柱１ 「地域と共にある学校づくり」について          

一点目は、「学校教育のより一層の充実」です。 

社会に開かれた教育課程を実現し、子どもたちが豊かな人生を
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切り開き、持続可能な未来社会の創り手となることができるよう、

学校教育の充実に努めます。 

 

（１）確かな学力の育成 

 平成２４年度から道教委の指定を受けている「学校力向上に関

する総合実践事業」の取組を活性化することで、「個別最適な学び」

と「協働的な学び」を一体的に進め、「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善に努めてまいります。 

学力の二極化が顕著な上、低位層が厚く、基礎学力の確実な定

着が継続的課題となっていることから、これまで積み上げてきた

学校の教育実践と、一人一台端末やデジタル教科書、大型テレビ

などのＩＣＴを最適に組み合わせることで、学ぶことの楽しさ、

分かることの嬉しさを実感する授業を実践し、学力向上を図って

まいります。 

 個に応じた指導の充実に向けては、厳しい人材難の状況にあり

ますが、できる限り人材を確保し、必要な支援員の配置に努めて

まいります。 

 現在、国の学級編制基準が段階的に３５人になっています。今

年度の小学校１年生と３年生の通常学級の在籍数は３５人を下

回っていることから、学年１学級になってしまうため、町の自主

財源で教諭を雇い、それぞれ２学級編成として、きめ細かい指導
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の充実を図ってまいります。 

 外国語教育の充実につきましては、グローバル化の進展に適応

すべく、平成２８年８月から英語指導助手を２名体制としている

メリットを最大化し、認定こども園への派遣回数の増加、小中学

生向けの英会話教室の開催、大樹高校における英語授業への派遣

などを行い、生きた英語に親しむ教育環境の充実とＳＤＧｓを念

頭にした異文化理解や英語でのコミュニケーション活動を進め

てまいります。 

大樹高校には、４年ぶりの実施を計画している台湾：高雄市大

樹区への見学旅行を通して、外から母国・日本を見つめ視野を拡

げる体験学習と区役所への表敬訪問および卒業生が学んでいる

義守大学との親善交流に対して助成をしてまいります。 

 

(２)豊かな心の育成 

 「他人事」ではなく「自分事」として、しっかり自分の生き様

や道徳的価値と向き合い、「考え議論する道徳」の充実に努めます。 

 また、日常生活で気になる言動・行動を見逃さず、よい学習の

好機として捉え、人間性を磨く教育環境づくりを心掛けます。 

 風通しのよい学校づくり・スピード感のある組織的対応を支援

し、情報共有を図り、問題行動の未然防止・早期発見・早期改善

に取り組みます。 
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 複雑な家庭環境・養育歴等を背景に発生する問題行動に適切に

対応するため、福祉・医療、警察等の専門機関との連携・協働に

努めます。 

 読書活動においては、学校司書や図書ボランティアと連携し学

校図書館の更なる魅力化と、読書に親しむ生活習慣づくり、朝読

書の継続などに取り組み、落ち着きと豊かな感性・創造力を育む

教育環境の充実を図ります。 

  

（３）健やかな体の育成 

 体力向上の取組については、コロナ禍の中にも関わらず、小学

校において体力・運動能力測定を地域の協力を得ながら全学年で

効率よく実施することができました。 

 測定結果を励みに自己目標を設定し、運動量の多い体育授業・

身体を動かす集団遊びの励行等で、目標への挑戦や運動に親しむ

環境整備に取り組んでまいります。 

 保健に関しては、フッ化物洗口を継続し８０２０運動の推進と

子どもの生活習慣病にも関心を高め、健康づくりを啓発してまい

ります。 

 学校給食では、子どもたちに安全で安心な給食や旬の地場産品

を活用した美味しい給食を提供していくとともに、栄養教諭によ

る食育指導を効果的に進め、バランスのよい食習慣で健康な体づ
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くりに努めてまいります。 

 

（４）特別支援教育 

特別な教育的支援を必要とする子どもたちが増加傾向にある

中、個々の教育的ニーズに応じた適切な指導、支援を充実させる

ことが重要です。 

そのために、大樹町小中高連携教育推進委員会や大樹町特別支

援教育振興会の活動を通じて、学校間の情報共有と研修の機会を

拡充させて、多様な学びの場の充実、小中学校の連続性を重視し

た指導や支援の充実、特別支援教育の専門性の向上を図ってまい

ります。 

また、今後、特別な教育的支援を必要とする子どもたちの在籍

状況を踏まえて、中学校校舎のバリアフリー化改修設計を行いま

す。 

 

（５）教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション） 

 学校教育の情報化に関しては、ＩＣＴ機器を「整備する」段階

から、「有効に活用する」段階に移行しています。そこで、既に整

備している一人一台端末や大型テレビ等のハードウェア、教師用

デジタル教科書やデジタルドリルなどのソフトウェアを一体的

に活用していくことで、ＩＣＴを活用した子どもの資質・能力の
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向上、教師のＩＣＴの指導力向上、学校事務の効率化などに努め

てまいります。そのために、学校現場や教職員に対するＩＣＴ専

門家による助言や支援が必要なことから、ＧＩＧＡスクール運営

支援センターを設置し、学校や教職員へのサポートに努めてまい

ります。 

 

 二点目は、「地域全体で育てるコミュニティスクール（ＣＳ）体

制づくりの推進」です。 

 コミュニティスクールを通じて、教育課程を介して学校と地域

をつなげ、地域でどのような子どもたちを育てるのか、何を実現

していくのかという目標やビジョンの共有を促進し、地域ととも

にある学校づくりを効果的に進めてまいります。 

 

（１）小中高連携の推進 

 小中学校における「大樹学」と大樹高校における「総合的な探

究の時間」との関連や系統を整理し、小中高１２年間にわたるカ

リキュラムを編成、実施することで、ふるさとへの愛着と誇りを

備え、地域社会や世界で活躍する子どもの育成を図ります。 

 「大樹学」の充実に向けて、酪農、漁業、林業など基幹産業で

ある第一次産業や豊かな自然を生かした観光業、全国的にも注目

されている宇宙関連産業、更には最良の教材と言える地域人材な
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ど、本町の教育資源を活かし、全町を挙げた支援体制の構築に努

めてまいります。 

また、「大樹学」と「総合的な探究の時間」の学習については、

発表の機会を設け、町民と共に学びの成果と子どもたちの成長を

共有してまいります。更に、貴重な実体験を提供する南十勝長期

宿泊体験交流協議会(ＳＴＥＰ)事業の活用も図ってまいります。 

 

（２）地域の教育力の向上 

 ＣＳの肝である「地域学校協働本部」の充実と共に、子どもの

第一義責任者である保護者の意識啓発に繋がるＰＴＡ活動に努

めます。 

 コーディネーターを中心に、学校のニーズを吸い上げ、専門的

な外部講師・人材を発掘・紹介し、学校現場と結ぶことによって、

本物に触れる機会を提供し教育の質を向上させます。 

また、学校運営協議会を活性化し、学校に対する保護者・地域

住民の理解・関心を高め、地域の教育力向上と深刻化する学校の

働き方改革に繋げてまいります。 

 

（３）大樹高校の充実・活性化への支援 

 大樹高校は、令和６年度普通科新学科の設置に向け、教育内容

や実践体制の見直しなど準備が進められています。この普通科新
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学科設置を大樹高校の持続化、間口増のチャンスととらえ、大樹

高校が新学科を設置する普通科高校としての魅力と特色あるカ

リキュラムをもった学び舎であることを広く周知し、生徒の確保

と高校の活性化に向けた支援の充実に努めてまいります。 

支援の体制については、大樹高校との連携を密に図りながら具

体的支援に結びつける機動性のあるワーキンググループを大樹

高校活性化推進協議会内に設け、スピード感をもって必要な支援

を具体化してまいります。 

 

□柱２ 「学ぶ喜びを追究する人づくり」について        

 一点目は、「生涯にわたる学習活動への支援」です。 

 生涯学習センターなど社会教育施設の機能充実や利便性の向

上を図るとともに、ライフステージに応じた学習機会の充実に努

め、生涯にわたって学習し、学んだ成果を地域で生かせる環境づ

くりを推進してまいります。 

 

（１）社会教育施設の整備 

町民の学びの拠点であり、芸術・文化の中核であります生涯学

習センターは、貴重な町有財産であり、町民が安全安心に利用で

きるよう環境の維持・向上に努めています。 

町民要望の高い図書館に関しては、図書館運営委員会などの場
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で広く町民の声をお聞きしながら、具体的に図書館の在り方につ

いて検討してまいります。 

 

（２）社会教育活動の推進 

 人生百年時代を迎え、ライフステージに応じた学習機会の充実

を図るため、幼児教育では、「ブックスタート事業」や「図書館ボ

ランティアによる本の読み聞かせ活動」の支援、青少年教育では、

本町の特徴を活かした自然体験・社会体験による「あつまれ大樹

っ子」の実施、成人教育では、町民が自ら学習する「自主学級」

の開設への支援や、大樹高校と連携した高等学校開放講座などの

開設、高齢者教育では、趣味や特技を活かした「ことぶき大学」

の開講など、新「大樹町生涯学習推進計画」に基づき取り組んで

まいります。 

 また、子ども交流事業では、ＳＴＥＰで展開している大樹町の

素晴らしい自然環境を満喫できる様々な体験活動や各種交流事

業を継続して推進してまいります。 

 

 二点目は、「スポーツ活動の推進」です。 

（１）社会体育施設の整備 

社会体育施設については、５月に町民待望の新町民プールが完

成し、使用開始となりました。安全安心の施設管理に努めるとと
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もに、多様な水泳教室を企画し、幅広い世代の方に使っていただ

ける運営と町民の健康増進に努めてまいります。 

その他、多くの施設は老朽化が顕著になってきていますが、計

画的に改修・整備に努め、利用者が安全安心に、各年齢層や体力

に応じてスポーツに親しめる場の充実に努め、町民の生涯スポー

ツ活動を推進してまいります。 

 

（２）スポーツ活動の推進 

 スポーツ関係団体等と連携して各種スポーツ教室を開催し、子

どもから高齢者まで、幅広い世代が一年を通じてスポーツに親し

める機会の充実に努めてまいります。 

 部活動の地域移行に関しては、生徒数が減少する中、持続的に

維持するため、「大樹町部活動等地域連携推進協議会」を立ち上げ、

課題解決を図りつつ、本町の状況を踏まえた取組、体制づくりに

ついて検討をしてまいります。 

また、各種スポーツ大会を支援するとともに、全道・全国大会

出場選手に対する助成も引き続き行ってまいります。 

 

三点目は、「芸術・文化活動の推進」です。 

 貴重な大樹町の教育資源を有効活用し、ふるさとへの理解を深

め愛着と誇りに結び付く文化活動の推進に努めてまいります。 
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 多くの町民が芸術文化に親しめるよう、文化協会や芸術鑑賞協

会と連携を図るとともに、今年で２５年目を迎える生涯学習セン

ターのロビーを活用したコンサートや展示会を開催し、鑑賞機会

の提供に努めてまいります。 

 また、郷土芸能・伝承技術の継承に努めてまいります。 

 

 以上、令和５(２０２３)年度の教育行政執行に関する基本的な

方針について申し上げました。子どもたちが大樹に生まれてよか

った、学べてよかったと思える学校教育と町民が生涯を通じて豊

かに学び続けることのできる生涯学習の充実を目指し、今後とも

町民と協働した教育行政を積極的に推進してまいります。 


